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山内　浩
こ う

二
じ

　企業を誘致し、働く場所を
確保することで若者の定住を
図りたい。また、商店街の活
性化や空き家対策にも取り組
んでいきたい。猪苗代町に住
みたくなるまちづくりを目指
して活動していきたい。

　少子高齢化が猪苗代町の一
番の問題だと思っている。若
い人たちがここに住んでみた
いな、ここで子育てしたいな、
商売したいなと思える魅力あ
るまちにしていけるように活
動していきたい。

議員松江　克
まさる

議員

Profi le　　　　　　
1953年 町内木地小屋生まれ。69歳。会津高
校、中央大学経済学部卒。1977年福島民報
社に入社。編集局、総務局、事業局、広告
局などを歴任し、2013年に専務取締役で退
任。退任後、ラジオ福島、民報印刷に勤務。
2019年に道の駅猪苗代に入社し、2020年に
駅長に就任。

Profi le　　　　　　
1955年 町内長坂生まれ。
68歳。猪苗代高校卒。

Profi le　　　　　　
1954年 町内本町生まれ。
68歳。会津高校卒。

　
　
　
　
　

　

３
期
12
年
を
務
め
、
任
期
満
了
と
な
っ
た
前

後
公
町
長
の
不
出
馬
に
よ
り
、
新
人
４
人
の
争

い
と
な
っ
た
町
長
選
は
、
元
気
と
活
気
あ
ふ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
訴
え
る
二
瓶
氏
が
４
２
９
７

票
を
獲
得
し
、
い
ず
れ
も
新
人
で
、
元
町
議
の

佐
瀬
真
氏（
69
）＝
無
所
属
＝
、
元
町
議
の
佐

藤
悦
夫
氏（
71
）＝
無
所
属
＝
、
会
社
経
営
の

高
橋
翔
氏（
35
）＝
諸
派
＝
に
勝
利
し
ま
し
た
。

　

町
議
補
選
は
、
い
ず
れ
も
新
人
の
山
内
浩
二

氏（
68
）＝
無
所
属
＝
、
長
友
海
夢
氏（
27
）＝

無
所
属
＝
、
松
江
克
氏（
68
）＝
無
所
属
＝
の

３
人
が
無
投
票
当
選
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
有
権
者
数
は
、
１
万
１
１
７
６
人

（
男
５
４
２
９
人　

女
５
７
４
７
人
）。
町
長
選

の
投
票
者
数
は
７
２
６
４
人（
男
３
５
５
０
人
、

女
３
７
１
４
人
）。
有
効
投
票
数
は
７
１
５
６

　

私
が
小
さ
い
頃
の
猪
苗
代
町
は
、
商
店
街
も

Ｊ
Ｒ
猪
苗
代
駅
周
辺
も
と
て
も
賑
や
か
で
、
人

が
溢
れ
て
い
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。
今
、

一
部
の
地
域
を
除
い
て
、
日
本
全
国
い
た
る
と

こ
ろ
で
人
口
減
少
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
も
進
ん
で
い
て
、
頭
を
抱
え
て
い

る
自
治
体
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思
い
ま
す
。
猪
苗

代
町
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
状

況
を
踏
ま
え
、
１
万
３
千
人
余
り
の
町
民
の

方
々
の
暮
ら
し
を
守
り
、「
少
し
で
も
明
る
く
、

元
気
の
出
る
ま
ち
」「
子
供
た
ち
の
笑
顔
と
元

気
な
声
が
響
き
渡
る
ま
ち
」「
お
年
寄
り
が
住

ん
で
良
か
っ
た
な
と
心
か
ら
思
え
る
よ
う
な
ま

ち
」、
そ
ん
な
町
を
目
指
し
、
私
は
次
の
４
つ

の
政
策
方
針
に
基
づ
き
、
こ
れ
か
ら
行
政
を
執

行
し
て
い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
「
ど
う
せ
無
理
」
と
あ
き
ら
め
ず

に
、「
こ
う
し
て
み
れ
ば
」
と
一
緒
に
考
え
ま

し
ょ
う
。

１　

ま
ち
の
未
来
を
担
う
人
材
を
育
み

ま
す

　

こ
ど
も
園
、
小
学
校
、
中
学
校
の
建
物
・
環

境
整
備
は
、
ほ
ぼ
完
了
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

二
瓶
盛
一
町
政
始
動

猪
苗
代
町
長
選
挙
と
猪
苗
代
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
は
６
月
18
日
、

町
内
15
カ
所
の
投
票
所
で
一
斉
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
長
選
で
は
二
瓶
盛
一
氏
が
初
当
選
、

町
議
補
選
で
は
新
人
の
山
内
浩
二
氏
と
長
友
海
夢
氏
、
松
江
克
氏
の

３
氏
が
い
ず
れ
も
初
当
選
し
ま
し
た
。

は
そ
こ
で
学
ぶ
児
童
・
生
徒
に
「
故
郷
愛
」
を

も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
学
校
と
地
域
、
家

庭
が
緊
密
な
連
携
を
と
っ
て
健
全
な
育
成
に
取

り
組
み
ま
す
。

２　

豊
か
な
自
然
を
大
切
に
し
、
活
気

あ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す

　

農
業
・
観
光
業
・
商
業
・
工
業
を
バ
ラ
ン
ス

良
く
発
展
さ
せ
る
た
め
情
報
を
収
集
・
分
析
し

な
が
ら
、
猪
苗
代
町
の
豊
か
な
自
然
・
観
光
資

源
を
生
か
す
知
恵
を
絞
り
出
し
ま
す
。

３　

誰
も
が
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た

い
ま
ち
に
し
て
い
き
ま
す

　
「
花
・
星
・
水
・
雪
の
ま
ち
」
を
宣
言
し
て
、

猪
苗
代
町
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。
こ
れ
だ
け
美

し
く
貴
重
な
天
然
素
材
が
あ
れ
ば
「
猪
苗
代
を

離
れ
た
く
な
い
」
と
思
う
は
ず
で
す
。

４　

町
民
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す

　

少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
は
、
避
け
て

は
通
れ
な
い
大
き
な
問
題
で
す
。
高
齢
者
に
生

き
が
い
を
見
出
し
て
も
ら
う
方
策
、
安
心
し
て

子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
の

整
備
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

初当選を果たした３議員を紹介

二瓶　盛
せい

一
いち

町長

票
。
投
票
率
は
65
・
00
％（
男
65
・
39
％
、
女

64
・
63
％
）
で
、
前
回
を
１
・
46
㌽
下
回
り
、

過
去
最
低
と
な
り
ま
し
た
。

元
気
と
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に

　

翌
19
日
に
は
、
当
選
し
た
二
瓶
盛
一
氏
と
山

内
浩
二
氏
、
長
友
海
夢
氏
、
松
江
克
氏
に
町
選

挙
管
理
委
員
会
の
渡
部
榮
一
委
員
長
か
ら
当
選

証
書
が
付
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

26
日
に
町
役
場
前
で
大
勢
の
支
持
者
や
町
職

員
に
迎
え
ら
れ
初
登
庁
し
た
二
瓶
町
長
は
、
そ

の
後
就
任
式
に
臨
み
、「
職
員
・
町
民
・
議
員

の
皆
さ
ん
と
全
方
位
体
制
で
一
丸
と
な
っ
て
、

山
積
す
る
問
題
を
１
㍉
で
も
１
㌢
で
も
前
に
進

め
て
い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。
職
員
を
代
表

し
て
渡
部
昭
副
町
長
が
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。

町
長
選
投
票
率
は
65
％

　起業支援や誘致により雇
用の創出を図る。また、今
後地域の担い手となる若い
世代を確保して、これから
先も猪苗代が町として存続
していけるように長期目線
で活動していきたい。

長友　海
ひ ろ

夢
む

議員
Profi le　　　　　　
1995年 栃木県小山市生まれ。
27歳。日大文理学部卒。

住

み

続

け

た

い

町

に

す

る

た

め

に

４
つ
の
柱
で
町
政
を
担
う
、

二
瓶
町
長
に
抱
負
を
聞
く

住

み

続

け

た

い

町

に

す

る

た

め

に

住

み

続

け

た

い

町

に

す

る

た

め

に

町

の

未

来

を

み

ん

な

で

考

え

よ

う


